










1979 年の人口動態統計において、「乳児突然死症候群」は男児 43 例・女児 32 例となって

いる。しかし、「原因不明の突然死(頓死)」の 0歳の項には男児 41 例・女児32 例となって

おり、男児の 2 例は「乳児突然死症候群」と死因がついているにも拘らず、1 歳以上の幼

児が 2例もあることを示している。このように「突然死」についてはまだ釈然とした分類

になっていないことがわかる。 

今後疫学調査を実施するにあたり、既存の資料を基に、乳児突然死またはそれが疑われる

死亡を分析することは有益な情報を得ることになろう。 

今回は、1977 年における生後 7日未満を除いた乳児期の死亡のうち、突然死及び突然死と

思われる死亡について検討した結果について報告する。 

ここでいう突然死またはそれを疑われる死亡とは、「突然死(急死、瞬間死、など)」「心,

臓死(心不全、心臓マヒ、など)」,「呼吸不全」,「窒息」及び川崎氏病の既住のあるもの

、である。 


